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例 仁1

1.本書は、 2015（平成27）年度に富山県小矢部市教育委員会が、国庫補助事業として実施し

た市内遺跡発掘調査等事業の概要報告書である。

2.調査は、小矢部市教育委員会が実施した。ただし、桜町遺跡 (1）は有限会社毛野考古学研

究所に、同遺跡（4）と田川条里遺跡は株式会社エイ・テックに業務支援を委託した。担当は

次のとおりである。

調査事務：大野淳也（生涯学習文化課主査）

現地調査常深 尚（（有毛野考古学研究所富山支店）：桜町遺跡 (1)

岡田一広（株式会社エイ・テック）：桜町遺跡（4）、田川条里遺跡

大野淳也：上記以外

3.現地調査の作業員は、（公社）富山県シルバー人材センタ一連合会から派遣を受けた。

4.本書の編集・執筆は基本的に大野が担当したが、桜町遺跡 (1）については常深氏に、田川

条里遺跡については岡田氏に執筆を依頼した。

5.土層の色調については『新版標準土色帳』（小山正忠・竹原秀雄編著、 1967）に準じている。

6. 出土遺物及び記録資料は、小矢部市教育委員会が一括して保管している。
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事業の概要

平成27年度の概要

2015 (H27）年度に小矢部市内において実施した埋蔵文化財の発掘調査等は11件である。い

ずれも市内遺跡発掘調査等事業として国庫補助を受け、試掘調査を10件と、分布調査を1件行っ

た。さらに開発行為の事前協議、民間・個人による小規模開発、農地転用・農業振興地域除外申

請に伴う問い合わせ等は合わせて80件以上あった。

調査の原因は、開発行為別にみると、個人の住宅建設、店舗建設、公共事業に伴うものなどが

ある。事業の原因者は、個人3件、民間事業所5件、公共団体3件である。

今年度は東部産業団地内においてアウトレットモールが開業し、昨年までの開業に向けた同施

設周辺の桜町・西中野地内での民間事業所による商業施設建設等の事業が減少し、それに伴って

全体の調査件数も減少したが、引き続き桜町遺跡での調査が最も多く、 4件の試掘調査を実施し

た。

以下、調査種類別に各々の調査について概要を報告する。試掘調査の結果については本書次項

で報告する。

遺跡分布調査

分布調査は、市街地西方にある芹川地区の水牧遺跡隣接地で実施した。現在計画されている県

営農地整備事業に先立つもので、周知の埋蔵文化財包蔵地にはなっていない場所であったが、事

業面積が790,ooorrlと広大であるために事前に確認した。この範囲には、過去に分布調査を実施

して遺物が確認されなかった部分や、周辺の遺跡の調査等から遺跡の広がりが予想されない部分

も含まれていたことから、主に西側の水牧遺跡に近い場所を4月の耕作前に踏査した。その結果、

最も西側の約30,000ぱの範囲において須恵器や土師器を採取した。この範囲については、 平成

28年度の秋に試掘調査を実施して、遺跡の広がりを確認する予定である。

近年、市内において農業関連の大規模な開発行為の計画が増えてきているが、周知の埋蔵文化

財包蔵地の範囲外であっても新たな遺跡が発見される例があるため、機会を得て踏査等を実施し、

注意して対応する必要がある。
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市内遺跡発掘調査等事業一覧

遺跡名 所在地
調査対象面積

調査種別
現地調査等

調査結果 調査原因官。
（掘削面積） 期 問

1 水牧遺跡隣接地 芹川・柳原地区 790 OOOm' 分布調査 27.4.16 須恵器、土師器を採取
県営農地整備

事業

日の宮・道林寺遺 985m' 
遺構、遺物確認されず。2 石坂338 試掘調査 27.5.21 農業施設建設

跡 (20ぱ）

溝、土坑、柱穴（古代、

3 桜町遺跡 (1)
桜町字産田 5,978m' 

試掘調査 27.6.2～1 0 
中世）検出。

商業施設建設
1658外 (300m') 土師器、須恵器、中世土

師器、珠洲焼出土。

4 石動条里遺跡 (1) 八和町654-1
479ぱ

(20m') 
試掘調査 27.6.18 遺構、遺物確認されず。 個人住宅建設

溝、穴（古代・中世）検
グループホー

954m' ム及びデイサ
5 蓑輪条里遺跡 浅地584外

(40m') 
試掘調査 27.7.28 出。

ービス施設建
土師器、中世土師器出土。

設

桜町遺跡（2) 
西中野字小三昧 8ぱ

試掘調査 遺構、遺物確認されず。 看板設置6 
(4.86m') 

27.9.3 
前8291 

26,636ぱ
27.10.14 溝（近世以降）検出。

土地改良総合
7 田川条里遺跡 田川7058外 試掘調査 ～16及び 土師器（古墳時代）、唐

(734.9m') 
津焼、土人形出土。

整備事業
11.4～13 

桜町遺跡（3) 
西中野字古田 2,973ぱ 27.10.21 下駄（近世）出士。 ホテル及びア

8 試掘調査
1090 5外 (104m') ～22 遺構確認されず。 パート建設

9 宮中条里遺跡 横谷10外
600ぱ

(7m') 
試掘調査 27.12.8 遺構、遺物確認されず。 県道改良

石動条里遺跡（2)
西福町96139 264.23m' 

試掘調査 遺構、遺物確認されず。 個人住宅建設10 
(4.38m') 

28.1.28 
外

桜町字中出 528ぱ
溝、穴（時期不明）検出。

デイサービス
11 桜町遺跡（4) 試掘調査 28.3.17 土師器、須恵器（古代）

1789 1外 (41.3ぱ）
出土。

施設敷地拡幅
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桜町遺跡（1 ) 

図1 調査位置図（1 5, 000) 

1 .調査の概要

今回の調査は店舗開発に伴う試掘調査であり、現地調査は6月2日から10日にかけて行なっ

た。幅lm、長さ20mの試掘トレンチを15本設定し、重機により表土を掘削、人力によって平

断面の精査を行なった。最大掘削深度はlOOcm、掘削面積は合計300ばである。

基本層序は図3のとおりである。調査対象地の北西部はやや微高地となり、南ないし東に向かつ

て緩やかに低地へと移行する。微高地では遺構検出面の Va層を地山として、 一定量の遺構を検

出した。 Va層上に遺物包含層である町層が堆積するが、遺物量はごく少ない。 Va層は低地で

はVb層へと変化しながら、堆積は薄

くなっていくものの、 断面では引き続

き遺構が検出される。低地部では医層

上面での遺構検出を試みたものの遺構

は検出されず、直上の黒色土（Vlll層）

においても遺物の出土は確認されなかっ

た。 T12は地盤改良によって地山が

大きく掘削され遺構面は消失していた。

Tl・T2では遺構が全く検出されな

かった。

m〆’

4~ 

、、

、、

図2 トレンチ位置図（12, 500) 



2.遺構

Va層の上面で溝、土坑、ピットなどを検出した。溝はTSとT14で北西から南東方向、 T13

で北東から南西方向、 T15で東西方向である。幅は0.6m～2.6mで、ある。土坑は円形ないし楕円

形を呈し、 T5・TlOで、径2.0m程の規模の大きいものがあり、 T7・T9・T13では径l.Om以

下の小規模なものを検出した。ほかに、 T9では畠跡の畝間の溝の可能性がある小溝を、 TlO

では耕作痕とみられる撹枠された痕跡を確認した。調査地西側のT13～T15では遺構の残存状

況が比較的良好で、検出した遺構は確実に遺物を含んでいた。

25. 5m 

I層水田耕作土

II 
E層水田床土
E層褐灰色土炭化物・土器片微量

N W層青灰色土炭化物・土器片微盆
V層 灰黄色土 ［上層遺構検出面］

Vb Va層 均一な層、西側に堆積

VI 
Vb層 青灰色土が混入しやや撹持される、

25.0m 
東側に堆積

四
VI層 灰色土
VII層灰白～灰黄色土
四層階青灰～青黒色土炭化物微量

四
区層 青灰色土 ［下層遺構検出面］

区

図3 基本層序（T4西側， 1 20) 

＼ ｜～ 骨＼（山W JI 深得り 口T5
26.0m T5北壁
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E
l
－＋
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一

申
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z
E

＝
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①↓
三一

由灰色土（NS/)粘貧土、Vb・羽居小ブロック少量 ~化物中量灰白色土小ブロック（φ ，.，以下）中盤
岳禍灰色土（10¥RS/1）粘貸主 Vb JI小ブロック少量
岳禍灰色土(IOY;S/11給貧土 復化物少量．灰白色土小ブロック中量

l「一一一一一一一 三三~ ~＇＠＼寸百1 TB 
26.0m 

w 
IV ＂＇化壁 v b申 VI

E 

Vb  ：灰色土110YR5/1) 醐土炭化物少量、 灰白色土小ブロック中盤 ’ -
S灰色主（10YR5/1) 粘土質 W膚フロック少量含む ¥11 臥

＼~戸~ ：骨

百三三三三三三 言
E
l
l手

113筒髭

Vb 

三ヨ－E 

也禍灰色土(IOYRS/1)粘土賀、 Vo層ブロック少量 際化物小量、灰白色銅砂小ブロック少畳
岳禍灰色土(IOYRS/1)粘土質、炭化物多量（鶴木片倉む）

。 5 10m 

図4 T5・T8・T13平断面図 （1 200) 
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3.遺物

出土遺物は古代の土師器・須恵器、中世土師器、珠洲などがあり（図 5）、 T13・T14で比較

的多く出土している。 1・2はT13の遺構検出面で出土した奈良時代の須恵器杯蓋と杯である。

3はT5の表土から出土した平安時代の須恵器双耳瓶の小片である。 4はT13の遺構検出面で

出土した室町時代の土師器皿である。 5はT5の表土から出土した珠洲の奮である。

調査地周辺（東から） T4北壁土層断面（南から）

T3北壁土層断面（南から） T7北壁土層断面（南から）

T5遺構検出状態（西から） TB遺構検出状態（東から） T10遺構検出状態（西から） T13遺構検出状態（西から）
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3. まとめ

調査地点は、桜町遺跡産田地区における昭和59年度及び平成5年度の調査区の南側に隣接し、

過去の調査では、飛鳥～奈良時代の掘立柱建物、平安時代の道路遺構、中世の溝などが検出さ

れていた。今回の試掘調査では掘立住建物は検出できなかったが、 T3～TlOでは疎らであ

るが溝や土坑が検出され、古代の遺物も散在することから、調査地にも古代の集落が広がるこ

とが想定される。T13～T15のある調査地西側は、遺構検出面の遺存状況が良く、遺物も比

較的多く出土した。

T13の西端で検出された溝は、平成5年度調査の道路遺構SF-9301の東側側溝SD-9302の

延長部分と考えられるもので、道路遺構の南への延伸が確認された。幅は約60cmで、 方位は

N-38° -Eを示す。またT15の北側では幅約1.4mの東西方向の溝が検出された。平成5年度

調査では、南北方向の溝SD9305が中世の

条里坪界線になる可能性が指摘されており、

T15の溝はそれに直交する方位を示すこと

から、関連する溝の可能性も考えられる。

以上のととから、今回の試掘対象地内に

は古代と中世の遺構・遺物が分布し、とく

に西側で遺存状況が良いことが明らかとなっ

た。

民 主ミミ
10 20m 

図6 平成5年度調査区と T13(1 600) 

7 

ど －」 、、

~· I ~（ 13) 

勝
4 (T13) 

5 (T5) 

。 5 10cm 

図5 出土遺物 （1 3) 

2 3 

出土遺物写真



図7 調査位置図

( 1 : 10,000) 

跡遺里条ーI
 
，．，
F
 

田

調査の概要

今回の調査は土地改良総合整備事業の暗渠排水工事に先立つ、試掘調査である。今回の調査対

平成27年10月14日から調査面積は734.9m'である。調査は2期に分け、象面積は26,636m'で、

11月4日から11月13日の実働10日で実施した。10月16日、

本調査地区は遺跡の中央部に位置し、標高は約24～27mである。調査は幅1.0mの試掘トレン

チを水田区画長手方向に27本設定した。重機によって表土および堆積土を掘削し、最大掘削深

度はlOOcmである。

E層 ；褐灰色粘土質シルト（水田耕作士）、I層；灰黄褐色細粒砂質質シルト基本層序は、

町層；黒色粘土（遺物包含層）、E層；褐灰色シルト質粘土 （近世以降検出面）、（現代造成土）、

である。山・駒山
t
T
E

，
 

V層；褐灰色粘土質シルト

E層は部これまでのほ場整備で削平や盛土がされており、個々のトレンチでも様相が異なる。

IV層からは古墳時代の土師器が12トレンチから出土するが、他のトレンチか分的に堆積する。

らは出土していない。

遺構2. 

13・15・16・18・20・21・23トレンチで溝を検出した。溝から遺物は出土しなかっ遺構は、

24.5m 

E 

これらの溝は覆土等からいずれも近世以降のものと推測する。

24.5m 

w 

。
た

II 

10YR4/2 灰黄褐色細粒砂質シルト

10YR5/1 褐灰色粘土質シルト

10YR4/1 褐灰色シルト質粘土

10YR 1. 7/1 黒色粘土

10YR4/1 褐灰色粘土質シルト

表土

現代造成土

近世以降検出面

遺物包含層

地山

I

E

E

W

V

 

Ill 

4m  

N 

v 

2 。
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24卜レンチ土層図（ 1 : 80) 図8



3.遺物

I層では13・20・21トレンチから伊万里・唐津・土人形、町層では12トレンチから土師器が

出土した。 1・2は土師器である。 lは小型壷の口縁部である。 2は胴部で内外面はハケメ調整

である。 3は唐津の鉢で、外面に灰軸を施す。4は士人形の婦人坐像である。

4. まとめ

13・15・16・20・21・23トレンチから溝を検出した。遺構から遺物の出土はなかったもの

の、現代造成面もしくは地山面からの検出であったことから、近世以降の比較的新しい時期の遺

構と推測できる。また、顕著な遺物の出土はなかった。

ブ 百1

2 

日
4 

。 5 10cm 。 5 10cm 

図9 出土遺物（ 1 2・1 3) 

． 
4 

出土遺物 （1 2・1 3) 

24卜レンチ全景・断面
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蓑輪条里遺跡

1.調査の概要

蓑輪条里遺跡は市街地南方の小矢部川左岸の低い段丘上に位置し、東西約500m、南北約3km

の広がりをもっ大きな遺跡である。古代・中世の条里地割が残る範囲として1993年（平成5)

に新たに設定された遺跡で、浅地遺跡、高木遺跡、蓑輪遺跡、興法寺遺跡の一部をその範囲に含

んでいる。

今回の調査は蓑輪条里遺跡の範囲の北端近く、浅地遺跡の範囲から南東にわずかに外れる場所

で、グループホーム及びデイサービス施設の建設に先立ち実施した。

開発予定地は空き家となった個人住宅とその周辺の水田を含む範囲であるが、住宅および付属

建物の取り壊し前の調査実施を要望されたため、宅地部分を除外して、その東側の水田および、西

側の水田部分の2ヶ所で lm×lOm程の試掘トレンチを各2本、計4本設定して確認調査を実

施した。トレンチは重機械により掘削し、平面及び断面を人力により精査した。最終的な掘削深

度は最大で90cm前後となった。

基本層位は、東側の田圃部分では1層：黒褐色シルト（耕作土）、 2層：黒色シルト、 3層：

暗褐色粘質シルトで、安定した面と考えられる 3層上面までの深さは50cm程度であった。一方、

西側の田園部分では1層の耕作士の直下に4層：褐色粘質シルトがあり、深さ約20cmのその上

面において遺構を検出した。

2.遺構

遺構は、西側田間部分のT3において穴1基、 T4において穴9基と溝1条を確認した。特に

T4においては遺構が集中しており、 一部に切り合いも認められた。

3.遺物

遺物は、 T3の穴1から古代の土師器、 T4の穴10からは中世土師器の破片が出土した。
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4. まとめ

今回の調査地周辺では、かつて実施された圃場整備事業によって大規模な削平や盛土が行われ

て平坦化されているが、遺構が検出された西側田圃部分のように旧地形が残る部分もあることが

明らかとなった。なお、遺構・遺物が検出された西側田圃部分については、今回の開発では盛土

を施して駐車場敷地として保存するよう要請した。

再
掛
字
4
w

＼ ｜｜ 

図11 トレンチ位置図（1 500) 

T3 遺構検出状況

11 

T4 遺構検出状況
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ふりがな ふりがな コード 北緯 東経 調査対象

遺跡
。， N 。，，， 調査期間 調査原因

所収遺跡名 所在地 市町村 面積（rri)
番号 世界測地系 世界測地系

小お矢や部ぺ市し
20150602 

桜さく町らまち遺いせ跡き(1) 桜さくら町まち字あざ産さんで田ん 16209 021 36' 41’1 7" 136。52’30" ～ 5,978 商業施設建設
ほか 20150610 

1658外

小お矢や部ぺ市し
20151014 

土地改良総合田たが川わじ条よう里り遺いせ跡き たがわ
16209 180 36' 41’39" 136' 53’04" 、26,636 田川 ～ 

ほか 20151113 
整備事業

7058外

小お矢や部ぺ市し グループホー

蓑みの輪わじ条よう里り遺いせ跡き あ浅さ地じ 16209 188 36。37’56" 136。52’39" 20150728 954 
ム及びデイサ

ほか
ービス施設建

584外 設

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

桜町遺跡（1) 集落
古代・

溝、土坑、柱穴 土師器、須恵器、中世土師器、珠洲
中世

田川条里遺跡 集落
古墳・

溝 土師器、唐津、土人形
近世

蓑輪条里遺跡 集落
古代・

溝、穴 土師器、中世土師器
中世
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